■ 平成28年度火災学会研究発表会　ポスターセッションの実施要領 ■
平成２８年５月１６～１７日にわたり、長岡市シティホールプラザ　アオーレ長岡にて研究発表会を実施いたします。多くの学会員が集まるこの機会を捉え、学術・技術に関する議論を深め、会員相互の交流を促進することを目的として、本年度も通常の講演発表に加え、ポスターセッションを開催します。ポスターでのご発表を申し込まれる方は、下記によりご準備いただきますようお願い申し上げます。

記

１．日時　平成２８年５月１６日（月）～１７日（火）

・ポスター掲示可能時間、討論時間、撤去時間等はプログラム編成後に確定します。

（火災誌４月号、および火災学会ホームページにて掲載予定）

２．場所　長岡市シティホールプラザ　アオーレ長岡
３．対象とする内容

・火災科学・技術に関する学術研究または技術開発等の内容を説明するもの

・商品等の宣伝に偏したものは受け付けません（商品名の使用には注意すること）

４．発表者の条件

　　・発表者は、正会員もしくは賛助会員に限ります。

（グループで行った成果を発表する場合には、少なくとも発表者が会員であること）

５．ポスターの作成方法

・発表会当日に掲示して頂くポスターは，B1版縦使い（幅728mm×高さ1030mm）の大きさを目安に，1枚とします。可能な限りこのサイズに従いお願いします。また、やむを得ずこれよりも大きくなってしまう場合には、事前にご相談ください。

・専用の架台に押しピン、テープ等で止める方法で掲示していただきます。

・ポスターの書式は特に定めませんが、必要に応じてガイドライン（この案内文の末尾にあります）をご参考ください。

６．概要集への掲載

・ポスター発表の内容を概要集にも掲載します。

・ページ数：1～2ページ

・執筆要領：通常(口頭)発表の執筆要領と同じです。

・提出期限：通常(口頭)発表の原稿締め切りと異なります。

　　　　　　2016年3月22日(火)　13：00

（参考）ポスター作成ガイドライン

効果的なポスター作成のための一般的事項をまとめておきます。ポスター作成時のご参考としてお使いください。

・基本的事項

ポスターは、説明用資料であると同時に、自分がポスターの前を離れている時にも研究の概要がわかるようなものにすることが大切です。また、一度に2～3人に説明するのが普通ですが、タイミングによっては多人数になることもあります。そのため、2メートル離れた所から見ても文字が読めることが一応の目安です。また、内容の密度が高すぎると焦点が定まらず、効果的でなくなることが多いです。

・ポスターの構成

ポスターであっても、通常の論文と同じように、タイトル、アブストラクト（概要）、背景、研究の目的、結果、結論の構成にすると解りやすく、それぞれの部分を手短にまとめておくのが良い。

・タイトル

参加者が目的のポスターを見つけやすいように、タイトルは3m離れても読めるようにする。文字の高さは5cm以上が望ましい。

・アブストラクト

ポスター全体の概要がコンパクトに把握できるような記述を設ける。

・内容

文章よりも箇条書きの方が内容を伝えやすい。グラフや写真などを使って視覚的に分かるように工夫する。文字は2m離れても読める程度の大きさとする。

・結論

結論の項目を設け、研究の成果を容易に理解できるように示す。

